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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月6日(2016.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の送信無線アクセス技術（ＲＡＴ）の少なくとも１つの動作パラメ
ータを決定することと、前記送信ＲＡＴは、前記少なくとも１つの動作パラメータに従っ
て信号を送信し、
　前記送信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少なくとも部分的
に基づいて、前記送信ＲＡＴの送信された信号のデジタルベースバンド部分から、前記Ｕ
Ｅの受信ＲＡＴへのデジタルベースバンドにおける非線形干渉を推定するために、非線形
変換を適用することと、
　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）を用いて、前記受信ＲＡＴによって受信された信号から、
ベースバンドにおける前記推定された非線形干渉を除去することと、ここにおいて、ＬＰ
Ｆタップの数は、リソースブロック（ＲＢ）割り当てを備える、前記送信ＲＡＴの前記決
定された少なくとも１つの動作パラメータに基づいて調整される、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記送信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または送
信電力のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信ＲＡＴの少なくとも１つの動作パラメータを決定することをさらに備え、
　前記推定は、前記受信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少な
くとも部分的にさらに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または受
信信号強度インジケータのうちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　除去する前に、前記送信ＲＡＴの前記動作パラメータまたは前記受信ＲＡＴの前記動作
パラメータのうちの少なくとも１つをしきい値と比較することをさらに備える、請求項３
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に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の送信無線アクセス技術（ＲＡＴ）の少なくとも１つの動作パラメ
ータを決定するための手段と、前記送信ＲＡＴは、前記少なくとも１つの動作パラメータ
に従って信号を送信し、
　前記送信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少なくとも部分的
に基づいて、前記送信ＲＡＴの送信された信号のデジタルベースバンド部分から、前記Ｕ
Ｅの受信ＲＡＴへのデジタルベースバンドにおける非線形干渉を推定するために、非線形
変換を適用するための手段と、
　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）を用いて、前記受信ＲＡＴによって受信された信号から、
ベースバンドにおける前記推定された非線形干渉を除去するための手段と、ここにおいて
、ＬＰＦタップの数は、リソースブロック（ＲＢ）割り当てを備える、前記送信ＲＡＴの
前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに基づいて調整される、
　を備える、装置。
【請求項７】
　前記送信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または送
信電力のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記受信ＲＡＴの少なくとも１つの動作パラメータを決定するための手段をさらに備え
、
　前記推定は、前記受信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少な
くとも部分的にさらに基づく、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記受信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または受
信信号強度インジケータのうちの少なくとも１つを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　除去する前に、前記送信ＲＡＴの前記動作パラメータまたは前記受信ＲＡＴの前記動作
パラメータのうちの少なくとも１つをしきい値と比較するための手段をさらに備える、請
求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
あって、
　非一時的なプログラムコードを記録したコンピュータ可読媒体を備え、前記プログラム
コードは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）の送信無線アクセス技術（ＲＡＴ）の少なくとも１つの動作パラ
メータを決定するためのプログラムコードと、前記送信ＲＡＴは、前記少なくとも１つの
動作パラメータに従って信号を送信し、
　　前記送信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少なくとも部分
的に基づいて、前記送信ＲＡＴの送信された信号のデジタルベースバンド部分から、前記
ＵＥの受信ＲＡＴへのデジタルベースバンドにおける非線形干渉を推定するために、非線
形変換を適用するためのプログラムコードと、
　　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）を用いて、前記受信ＲＡＴによって受信された信号から
、ベースバンドにおける前記推定された非線形干渉を除去するためのプログラムコードと
、ここにおいて、ＬＰＦタップの数は、リソースブロック（ＲＢ）割り当てを備える、前
記送信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに基づいて調整される、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　前記送信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または送
信電力のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１１に記載のコンピュータプログラ
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ム製品。
【請求項１３】
　前記プログラムコードは、
　前記受信ＲＡＴの少なくとも１つの動作パラメータを決定するためのプログラムコード
をさらに備え、
　前記推定は、前記受信ＲＡＴの前記決定された少なくとも１つの動作パラメータに少な
くとも部分的にさらに基づく、請求項１１に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記受信ＲＡＴの前記少なくとも１つの動作パラメータは、周波数、帯域幅、または受
信信号強度インジケータのうちの少なくとも１つを含む、請求項１３に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項１５】
　前記プログラムコードは、除去する前に、前記送信ＲＡＴの前記動作パラメータまたは
前記受信ＲＡＴの前記動作パラメータのうちの少なくとも１つをしきい値と比較するため
のプログラムコードをさらに備える、請求項１３に記載のコンピュータプログラム製品。
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